
5 月麻績村教育委員会定例会議  会議録  

 

令和元年 5 月 7 日 (火 )  

午後 1 時 30 分～   

麻績村地域交流センター  第３研修室  

 

出席委員    職務代理  市川祥介   委員  塚原明水  

  委員   坂野かほり   委員  小山正文  

出席職員    麻績小学校長  福田弘彦    麻績保育園長  臼井孝夫  

 教育長   飯森  力    次長   臼井太津男   主事   佐藤克哉  

 

 

一   開会 (臼井教育次長 )  

     定刻になりましたので、これから令和元年 5 月の麻績村教育委員会定例会を始めま  

す。よろしくお願いいたします。始めに、教育長よりあいさつをいただきます。  

 

二   教育長挨拶 (飯森教育長 )  

     改めまして皆さんこんにちは。１０連休はいかがお過ごしでしたでしょうか。中には 10 連休

はいらないという人や、これから仕事に行くのがつらいという人といるようですがしっかり皆さ

ん方は充電されていると思いますのでよろしくお願いいたします。子どもたちも 10 日間の休

みで夏休み冬休みに続く長い休みで 1 年生にとってはいいかなと思いますが子どもたちの

勉強の時間がどんどん狭まっていくように感じて心配しています。令和元年がスタートしまし

た。気持ちも新たに進むべきと考えておりますが、国でも大きな問題となっておりますが子ど

もたちのいじめ・ＤＶ問題が出てきております。地方や小規模の学校でも起こらないとは言え

ませんので、皆さんそれぞれが目配りをするなかで見守ってほしいと思います。それぞれの

立場で見過ごさないようお願いしたいと思います。連休明けで忙しい時でございますが会議

の方もよろしくお願いします。  

 

三   報告 (進行  飯森教育長 )  

 

臼井次長：それでは、続いて教育長報告に移ります。教育長お願いいたします。  

 

1．教育長報告  

 

教 育 長：お願いします (以下、資料に沿って説明 )。  

臼井次長：只今の教育長報告につきましてご意見等ございましたらお願いいたします。よろしいでし

ょうか。それでは、保育園長・学校長報告に移ります。保育園長報告をお願いします。  

 

2．保育園長・学校長報告  



 

1 )保育園長報告 (臼井園長先生 )  

 

臼井園長：お願いいたします (以下、資料に沿って説明 )  

臼井次長：只今の保育園長の報告について、何かご意見等ございましたらお願いいたします。  

市川職務代理：感想になりますが、今年小学校に入ってきた 1 年生の卒園式を見ましてすごいなと感心

していましたが、1 年生になってもキチっとやっていますし開校式の時も反応が良くて感

心しました。例えば卒園式の時に歌を歌っている姿を見ますと口の開き方が発音通りの

開き方をしていて、これは指導がないと思いました。基礎的な部分をしっかり指導して頂

いているという思いをしました。これが小学校中学校へ上手につながっていくとありがた

いと思います。  

臼井次長：その他にございますか。よろしいでしょうか。それでは、学校長報告に移ります。  

 

2 )学校長報告 (福田校長先生 )  

 

福田校長：よろしくお願いします。 (以下資料に沿って説明 )  

臼井次長：只今の学校長報告について、何かご意見等ありましたらお願いいたします。  

小山委員：連休に対して職員の心配もあったかと思いますが事故や怪我は無かったですか。  

福田校長：おかげさまで何事もなかったです。ありがとうございます。  

市川職務代理：また感想になりますが、先日保護者の方と一緒に授業を全部見させていただきましたが

どのクラスも本気になってやっていましたし担任の先生もそれぞれよくやっているなと思

いました。6 年生のお話もありましたがいい関係でやれていると感じました。ただ通級教

室は順調でしょうか。参観させていただきましたが通級指導教室は順調に進んでいるで

しょうか。  

福田校長：研修が今のところ多いです。ＬＤ、通級指導教室の担任となると初任という立場になられ

るので研修が続いていて大変だなと思っています。またその間については指導が飛び

飛びになってしまうというところがあります。ただ、一つありがたいと思うのが受け入れて

いるお子さん以外のお子さんにも、特別支援の目からの見方をしていただいて担任との

連携を非常に上手にとって情報やアドバイスをくださっています。資格的な面での専門

性という所は新しく勉強しながら身に着けて頂いています。それ以外のところで学校全

体を支えてくださっているところがとてもありがたいと思っています。軌道にのってという

のはこれからかと思います。  

坂野委員：参観日の感想になりますが、どのクラスも活発で先生もいい授業をしていただいていま

すが、特に１年生が色んな子がどんどん手を挙げていてすごく元気のある授業で２０名

と人数も多いですが１人１人のエネルギーというか勢いがあっていいなと思いました。ま

た先生のひらがなの教え方もとてもよかったと思います。  

塚原委員：陸上大会の結果についてですがコンバイン B とはなんですか。  

福田校長：私も全部は分かっていませんが、コンバインＢは走り幅跳びとジャグリングをセットにした

記録で競うようになったもので種目運営が変わったようです。片方だけでなく両方の記



録で競っていくもののようで今年から変わったようです。  

塚原委員：もう一点ですが、児童クラブでの宿題をやるスピードが早すぎると思います。字を書くに

しても流し書きが多いように見受けられますので伝えておきます。  

福田校長：この件について前から保育園学校部会でも話題になっていて、バス待ちの時間や児童

クラブへ行っている間に宿題を終わらせて帰宅するともう終わっているという流れの中で

力の付く家庭学習になっていないと学校でも課題だと思っています。早く済ませてしまえ

ば帰った時に自由でゲームも出来るなどあるので保護者の方にもお願いはしていますが

丁寧に見ていかないといけないと思っています。  

教 育 長：塚原委員からいい話がありましたが本当は児童クラブでやっていたこと、図書館でや  

っている宿題を親が全部目を通していただけるともっと違った面が出てくると思いますの

で親の指導を連携協議会等で考えて頂ければと思います。家庭教育なので家庭で一回

目を通していただいて直せるところは直してもらえればだいぶ変わってくると思います。

お互いに指導していければと思いますのでよろしくお願いいたします。  

臼井次長：その他によろしいでしょうか。それでは、協議事項に移ります。  

 

四   協議 (進行  飯森教育長 )  

 

1）  各委員から  

 

市川職務代理：教育委員会関係の組織等で 4 月は最終決定ではないということだったので今回出てく

ると思っていたのですが。  

臼井次長：連携協議会と教育支援委員会の部分でご意見いただいていたと思いますが。   

市川職務代理：そうですね。毎回言っていますが校長先生と教頭先生を同じような会議に引っ張り出し

すぎかと思います。また名前を並び替えているのでぱっと見たときには違うように見えま

すが二つの委員会は一人しか変わらないですし、実際問題運営上では一緒にやったり

しているので一つの委員会にまとめて欲しいと思います。精選すべき会は精選して一つ

の会で出来ることは一つでやってこれだけ人口が少なくなっているのでどうやって能率

的にやっていくか真剣に考えて頂きたいという思いです。校長先生や教頭先生に都合

がつかなければどちらか一人でいいですと言っていますが、名前が書いてあれば会議

をサボったという感じにもなってしまいますので一人でいいところには一人にした方がい

いと思います。学校は教育委員会の下部組織ではありませんので学校を代表して出て

きた職員は校長に復命を上げていますし、職員会の中で話も出ていると思いますので二

人引っ張り出さなくてもいいと思います。  

教 育 長：村長の方で精査しております。子育て支援連携協議会と支援委員会と精査して学校が

出る分担は変えてきています。そこら辺の修正の中で報告させていただくしかしょうがな

いのでもうしばらくお待ちください。子育て支援連携協議会でお諮りしてご理解を頂く中

で進めていきますので 6 月に間に合えばそこで報告させていただきます。  

市川職務代理：人事案件なので教育長か次長が指導性を発揮していただいてキチっとするところはキ

チっとしていただきたいと思います。  



教 育 長：子どもの立場も考えていますのでよろしくお願いいたします。  

坂野委員：避難訓練ですが校長先生の真剣に取り組んでほしいという気持ちがお子さんに伝わっ

てとても良い訓練になったということでとてもうれしく思います。ちょっとした心のゆるみ

があれば子どもたちの目や行動に出てしまうので、先生たちが見ていてくれていること

に感謝します。また、朝マラソンが始まったということで子どもたちが元気に走り始めたと

いうことはよかったと思います。昔もっと子どもが多いときは朝 7 時過ぎには子どもが集

まってサッカーや野球をやっていましたが、どうしても人数が少ないと機会は減ってきて

はいると思いますが、昨年寒い日の朝に 3 年生が先生と一緒にサッカーをやっている

姿を見て「麻績の子どもはこうやって遊んでいたなぁ」と心が温まりました。先生もお忙し

いと思いますがどんどん外で遊ばせて頂ければと思います。関係して先日の新聞で小

学校の事故が休み時間に多いとありましたが、麻績小学校の場合、駐車場側だと危な

いと思いますが行ってはいけないというルールはありますか。  

福田校長：駐車場側にはいかないようにということになっていますが、児童クラブ前の築山付近では

積極的に遊んでいるので送り迎えの車が通ることも多いため交通事故の面で心配はあ

ります。木登りもやめようという部分もありますが、失敗も含めて経験させてあげたいとい

うところもありますので擦り傷ぐらいのことは保護者がどう捉えるか分かりませんが職員

はその辺りも含めて考えていますただ命に関わることなので、子どもたちを見ているとル

ールは守っているので飛び出すようなことは無いと思っていますが何が起こるか分から

ないので気を付けて見ていきたいと思います。  

坂野委員：木登りはさせていいと思いますが、やはり危ないですか。  

福田校長：子どもたちの間のルールでやめようという声掛けもありますし、私も見て見ぬふりをするこ

ともあります。あの木に登るということは素敵なことではと考えています。  

小山委員：私も擦り傷つくるくらいなら大丈夫と思ってしまいますが、子どもが 100 人もいれば保護

者もそれぞれで大丈夫とは考えない保護者もいるので難しいと思います。休み時間中

の事故は体育館のボールなどを含めて 6 年生から 1 年生が同じ空間にいれば故意で

はないちょっとした事故はあると思います。あっていい訳ではありませんが大きな事故で

はない中で子どもたちが一つ一つ学んでいくということも大切だと思います。  

塚原委員：職務代理に質問ですが、子育て支援連携協議会と教育支援委員会のことについてどの

ようなことを問題に捉えられているのか確認したいのですが。  

市川職務代理：仕事の中身も関連していますし、やっていることもほとんど同じですのでわざわざ２つの

委員会を作らなくても１つの委員会でやっていけると思います。今、教育長が新たに３

つの検討委員会を作ってその内１つの委員会には子育て支援連携員会と教育支援委

員会どちらか忘れてしまいましたが、どちらかの仕事も入り込んでいて被っているという

印象が外から見て感じました。私も教育委員長の時にどちらかの委員会に最初の会だ

け出ましたが、２つの会が混在していてどっちがどこまで進んで、どこで切れるのか、私

がどこから顔を出せばいいのか分かりませんでした。そのような感じで中身自身が非常

に混在していてどっちがどっちで何をしているのかという感じでした。この事はその時コ

ーディネーターをされていた方も盛んに主張していましたので整理できるのであれば整

理して一本で進めていくべきだと思います。昔でいうと子どもたちをどうするかという会



の名前も法律上変わっていますが、法で定められているから正さなくてはいけないとい

うのは、そのまま正していく必要があると思います。法で定められていなくて教育委員

会権限で教育委員会が任命している委員については、このような場で正していくべき

だと思います。  

塚原委員：教育支援委員会と子育て支援連携協議会の意味合いがかなり違うと思います。また教

育支援委員会が実務をすべてやらなくてはいけなくなってしまいますし、作業部会を開

き、子どもたちの支援や研究、調査もやっていかなければいけなくなってしまうという問

題が出てきてしまいます。私はどちらの委員会も兼務していますので中身を把握してい

るつもりですが、分かりづらいという声があるのであれば今後また検討していきたいと思

います。  

市川職務代理：新たな方向を出されたときに具体的に説明を頂ければ構いませんが、委員会が実務を

兼ねてしまうという考え方は違うのではと思います。例えば、保育園・学校部会の委員

は皆実務を行っております。事務局が提案したものに対して第三者的で無責任な立場

で意見を言うのではなくて、自分たちに任された仕事を自分たちで実務としてやってい

ます。麻績村の振興計画の中にも共働という言葉が強く書かれています。今、麻績村

のような小さな村で委員であるから出された原案に意見を言えば良いとか、１時間黙っ

て座っていれば委員報酬がもらえるような委員会であればやめた方がいいと思います。

実務をこなして一緒に考えて一緒に実務をこなしていけるような委員会であってほしい

と思います。実務をこなすのが大変だということであればやめるべきだと思います。岡

目八目だからと言いたいことだけ言って責任は全て事務局だという考え方は、この村で

はもう通用しないと私は考えています。あと中身がもし同じだったら分かりにくいとか分

かりやすくするということでなく、同じものであれば一つの委員会でやっていけばいい、

ただそれだけのことだと考えています。  

教 育 長：その他にございますか。よろしいでしょうか。それでは、事務局からに移ります。  

      

2）事務局から  

 

臼井次長：事務局からも特にございませんので、次回の日程に移ります。  

 

次回の定例教育委員会の日程   6 月 3 日 (月 )  午後 1：30～  

 

五   閉会 (飯森教育次長 )  

     ありがとうございました。以上で 5 月の麻績村教育委員会定例会を閉会します。  

 

 

※網掛けになっている部分は個人情報になりますので一般公開する時には伏せて公開いたしま

す。  

 

麻績村教育委員会会議規則第 19 条により署名する  
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